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1 条例改正案の概要

(1)目的

市指定史跡「長崎(小島)養生所跡」が所在する西小島1丁目地内において、仁田佐

古小学校体育館に併設して整備する資料館が近く完成するのに伴い、その名称、位置等

を定めるもの

(2)改正の内容

ア名称及び位置(第2条)

博物館の名称及び位置は、次のとおりとする

名称

シーボルト記念館

サント・ドミンゴ教会跡資料館

長崎(小島)養生所跡資料館

イ 施行期日

令和2年4月6日

2 施設の概要

(1)位置図

!、;1、,.今7、二気燕K・1-フ"'111邑'太後X三二÷"喜重璽、鼠、^^.,1

1ゞ裟亀宛哉躍W睡'甑声導靈ゞ'敏気点葬畷や戦ι急●禅駆食鴇電遍;鶚愛^亀尋語怠、、都三、、r^・1向需毛金禽趣兪曙・竜r譜蔀命.ゞ,彫琴,零夕1冬Xミ'11、゛"1^i1111罷、舎^註工壱越1工途^^鶚太゛モ紗,、、姦ヨ欝乳・需_i,"峨1論!、無五趣海望卿、み舮零電詩tゞ§甑趣気曹、,,張、亀1擶・1.゛ヲ辱、鯉並11島曝§さ郎誕畢や途、宅如;曳f夙、'、・婆ゞ,匹1^・遜ゞ'、桧嘉1畔,卸風碁繍^'i,ゞfJi卜心、、1藷ず瓢踵^fl、"'1声蟲"隍"聶郷ミ4謬琴戸襲如ご^'iン゛1トイ、;易.1f会壁.,纂;亀鳥島亀ξト'・ニ'i.翻臨弐'、^・亀、●・1

イ立置
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長崎市勝山町30番地1

長崎市西小島1丁目8番15号
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(2)平面図
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(3)構

体育館・特別教室棟
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(4)設置目的

日本初の西洋式近代病院である小島養生所をはじめ、医学所及び分析究理所の貴重

な歴史的価値を伝えながら、関連する遺跡の適切な保存と活用を図り、後世に継承する

ため、埋蔵文化財発掘調査で検出した遺構のほか、関係資料を展示する長崎(小島)養

生所跡資料館(以下「資料館」という。)を設置する。

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

(5)主な施設内容

(6)展示概要

別紙(P 8~P I0)参照
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(フ)開館時間

(8)休館日※規則で規定

ア毎週月曜日

※ただし、その日が国民の祝日に関する法律印召和23年法律第178号)に規定する休

日に当たるときを除く

午前9時~午後5時

イ 12月2 9日から翌年1月3日まで

ウ市長が管理上必要があると認める日

(9)入館料無料

(理由)

ア未だよく知られていない小島養生所等の顕在化を図り、その歴史的価値を発信する

ことが資料館設置の重要な目的であり、市民はもとより、長崎を訪れる観光客や修学旅

行生等に対しても積極的な利用を促し、日本の医学教育に大きな影響を与えたオラン

ダ海軍軍医ポンぺをはじめ、我が国の近代医学発展に貢献した人物や、日本最初の西洋

式近代病院である小島養生所等の存在と意義について周知を図るため。

イ資料館については、仁田佐古小学校新校舎建設に伴う発掘調査で検出した遺構等(埋

蔵文化財)の公開施設としての役割が大きいことから、類似施設の状況も勘案し、入館

料は無料とするのが望ましいと判断するため。

【参考】既存の博物館入館料

※規則で規定

サント・ドミンゴ

教会跡資料館

名称

シーボルト記念館

無料

常設

展刀く

一般

特別展示

料金

区分

中学校の生徒又は小学校の児童

個人

100円

金額

3

50円

団体(15人以上)

そのつど市長が定める額

1人につき

1人につき

80円

30円



(1の年間利用者見込数

【参考】既存の博物館入館考数

シーボノレト言己念館

サント・ドミンゴ教会跡資料館

名

3

称

1 2,

(実績)

博物館の比較

(1)施設の規模

000人

長崎(小島)養生所跡資料館[予定]

平成28年度

シーボルト記念館

サント・ドミンゴ教会跡資料館

名称

11,511 人

(2)運営体制

6,611 人

平成29年度

長崎(小島)養生所跡資料館[予定]

U,026 人

シーボルト記念館

面積

5,799 人

名称

一

サント・ドミンゴ教会跡資料館

358.58,m

平成30年度

837.06 m

ノ

(3)開館時間及び休館日(長崎市博物館条例施行規則)

692.04 m

10,714 人

約騎点(薬瓶ほか出士遺物、模型等)

約 180点(絵画、器物、地図等)

資料点数(常設展示)

4,951 人

長崎(小島)養生所跡

資料館[予定]

名称

約160点(花十字紋瓦ほか出士遺物)

受付等委託(常時1名体制)

シーボルト記念館

直営(3名配置、常時2名体制)

係長(学芸員)、再任用職員、嘱託職員を配置

開館時間(※1)

受付等委託(常時1名体制)

サント・ドミンゴ

教会跡資料館

午前9時から午後5時

まで

体制

※1 市長が必要と認めるときは、変更することができる。

※2 市長が必要と認めるときは、開館することができる。

午前9時から午後5時

まで

①毎週月曜日(ただし、その日が国民の祝日

休

に関する法律(昭和器年法律

に規定する休日に当たるときを除く)

② 12月29日から翌年1月3日まで

③市長が管理上必要があると認める日

館 日(※ 2)

毎週月曜日

12月29日から翌年1月3日まで

市長が管理上必要があると認める日
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【参考】長崎'(小島)養生所跡資料館の建設について

1 建設に至った経緯

平成27年5月

時 期

平成27年8月~10河

平成28年8月~12月

平成29年5月

佐古小学校と仁田小学校の統廃合について決定

新校舎は佐古小学校跡地に建設

発掘調査の実施(体育館側敷地)

小島養生所の遺構(石垣、玉砂利等)を確認※1

平成29年7月~9月

体育館側敷地を市史跡「長崎(小島)養生所跡」に指定tることを決定

<平成29年6月5日指定>

校舎・グラウンド側敷地(校舎解体)における立会調査の実施

分析究理所の遺構(敷地の石垣)を確認※2

主な内容

平成29年Ⅱ月議会

発掘調査の実施

<校舎・グラウンド側敷地(追加調査)>

分析究理所等の遺構(石垣、建物の礎石、雨落ち溝、石段)を確認※3

<体育館側敷地>

小島養生所の遺構(石垣、玉砂利)を確認※4

長崎市の小島養生所等遺跡の完全保存に関する住民投票条例について

<市長意見書の概要>

●遺跡の保存と学校建設はどちらも重要な市の責務であり、両立を目指す。

●体育館側敷地に残る小島養生所の遺構は、埋戻しによる保存を基本としつ

つ、一部は露出展示し、全て現状のまま保存する。

●校舎・グラウンド側敷地に残る分析究理所等の遺構については、埋戻しに

よる現状保存を基本としながら、学校建設の支障となる部分は精度の高い

記録をとったうえで移設し、移設部分は埋め戻した部分の複製と合わせて

元の姿を枋佛させるよう敷地内で再現して保存・活用を図る。

■体育館に展示室を併設し、小島養生所等に関する遺構や遺物、資料などを

展示するとともに、これらの貴重な情報を発信して歴史と価値を伝えなが

ら、遺跡の保存・継承を図る。

「仁田佐古小学校建設特殊基礎工事」の請負契約の締結について

<附帯決議の概要>

養生所・医学所遺跡は近代的な医学・医療の、分析究理所遺跡は近代的な

薬学・化学・物理学の発祥の地であり、それらの遺跡の保存と活用に当たっ

ては、長崎大学を初め、日本医師会、長崎県医師会などの医療関係者の意見

を聴取するとともに、これまで出された意見などを尊重し、進めること。

遺構の残存状況を踏まえた文化庁の見解に基づき、国の史跡指定には至らないと評価※1~4
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2 医療関係者への説明及び意見聴取

実施年月日

平成 29年12月18日

平成 29年12月19日

平成29年12月20日

平成29年12月21日

長崎大学(学長、理事1名)

医療関係団体(出席者)

3

長崎県医師会(会長、事務局長)

大学との連携等(経過)

日本医師会(会長、国際課長)

長崎大学医学部(医学部長他2名)

区

平成30年5月16日

展示設計内容について報告・意見聴取

平成30年5月29日

崎

市長、教育長、文化財課長

長崎市出席者

平成30年7月5日

教育長、文化財課長

平成 30年11月16日

市長、教育委員会総務部長、

文化財課長

展示資料等について意見交換

平成釘年1月 W e

展示のコンセプトについて意見集約

作業工程等について意見交換

'

委員会

※1

平成31年4月19日

教育長、文化財課長

平成30年8年22日

展示設計に係る仕様書について確認(意見集約後に詔整)

平成 31年2月15日

展示の概要について意見交換

内

順天堂

大学

※2

平成31年3月15日

展示設計内容について意見交換

展示設計内容について報告・意見聴取

平成30年7月13日

展示の概要について協議

平成31年1月 U e

※1

展示設計内容について協議

平成31年4月22日

長崎(小島)養生所跡保存・整備委員会

原田博二委員長(長崎史談会会長)、岡林隆敏委員(長崎大学名誉教授)、

下川功委員(長崎大学理事)、下川達彌委員(活水大学非常勤講師)

アドバイザーとの調整

アドバイザー:坂井建雄特任教授 U慎天堂大学保健医療学部理学療法学科)

展示設計内容について報告・意見聴取

展示室整備の検討状況について報告・意見聴取

日本医学教育歴史館(順天堂大学)視察・調査

※2

展示設計内容について報告・意見聴取

容分

学

長
大



4 資料館建設に係る予算の状況

躯体整備工事

展示設計委託

平成30年度

その他事務費等

28,500 千円

9,000 千円

5

平成31年度(令和元年度)

躯体整備工事

資料館整備工事

資料館展示整備監理委託

その他事務費等

今後のスケジューノレ

500 千円

区

38,000 千円

長崎大学と協議

刀

66,500 千円

121,400 千円

2,000 千円

600 千円

長崎(小島)養生所

跡保存整備委員会

9月

アドバイザーと調整

(順天堂大学)

10月

.

計 190,500千円

躯体整備工事

令和元年度

11月

資料館整備工事

.

12月

その他

228,500 千円

.

※令和2年4月6日開館(前日に内覧会等を実施予定)

1月

.

躯体

2月

体育館)エ

.

3月

(H30.10

展刀く

.

.

補正予算

.

く展示室

工事(RI.9

R2.2)

.

(11月議会)

R2.3)

.

営費>

7

※

合計
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■展示概要

日本初の西洋式近代病院「ノ,＼島養生所」と医学教育
小島養生所教官として活躍し、日本の医学教育化大きな影響を与えたホンヘ・ファン・メールデルフォールトを案内役として、どのような教育を行い、日本に

どのような影響を与えたかを伝えます。遺構の露出展示や床面表記、模型によって、教育や治療がこの場所で行われていたことが実感できる展示にします

また、企画展示スペースを設けて常設では紹介できないテーマ及び資料を随時展開していきます。

はじめに

施設の目的・展示概要
【グラフィック・年表】

小養生所で医学を教え、近代西洋

医学教音の父と称きれるポンべを案

内役としτ展示を伝える

また、小島拡生所の歴史やそれιL闇

連する日本医学史の流れを年袈グフ

フィyクで紹介

小島姜生戸斤の建設

小養生所とはどんな施設なのか
【グラフィッウ週身露出展示1

「シアター映像」

概要:ポンへの来崎から国までの足跡をたどり、

その功穎を紹介するとともに、CGにより再現した

や当時の小生所について解説する

Z

長崎淘Ⅲ伝習所の誕生から小養

生所やモの閏迎施設が設皿された背

鍛経緯を紹介.各施設の概要を伝

える.また、玉砂東」の露出展示を行

い、小島養生所τはどの部分にあた

るのかなどを模型で解謀

2 ポンへの医学教育

小碍養生所で行われた教育とは
【グラフィッウ・資料・映像装置】

ポンへによつて系銃的な医学教育

や、患者中心の医療活動か行われて

いたことを紹介.また、ポンへの講

義録を現代語飯したものを、陳像装

置で兄ることができる.ポンへか諭

磴で用いた資料も展矛、

NR映像1

をVR技術で再現し、当時の様子や概要:小島

ポンへの謂義を疑似体験できる

3.日本の近代医学・医療の発展

小養生所ての教育が与えた影響とは
【グラワイック1

【別紙】

ボンぺの後に教官として活躍した

ボードインらや、松本や長与尋

斎といったポンべの弟子たちをグラ

フィッウで紹介。ポンべの医学教

が白本の近代医学、医療に与えた影

霽力の大きさを伝える.

小島養生所跡の保存・活用4.

小善生所関連遺栴の保存・活用
【グラフィック・ 料・避鼻露出展示1

・企画戻乎穿

「古写に見る小島養生所の変」

概要:小養生所に閥連する古写真をパネルで展示

小萎生所が遺跡としてどのように

保存されて、活用に至つたのかをグ

ラフィックで紹介.石垣の^を露

出展予し、出士迫物を展矛、分析究

理所遺措のレプリカを壁面に展示.

VRにτ当時の建物・内観を再現する。

可



<イメージ図>
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<動線図>

畔

4.小

映像 4コナ

生所跡の保・

゛゛.......
4・1

小島妻
4・1・1.

退橋の保存処理

.
.

42、.

寸島養生所跡
の出土遺

4.2.1.

小島妥生所開設期

■

.

■詔■■■

4・2・2.

小島養生亭閉鎖期

VRで見番」、島差生所
1 4・3・1.
VRの遊てf1テ

0゛

松本良順、楠本イネ、佐藤尚中、緒方惟渠、与専斎

3-3.ポンへの弟子たち

■ ■眉■■■■■■

3.日本'近代医学、医療の発展
■

4-1・

d、
コーー

示ケース
(エアタイト

■幽勃首

遺槽石

ウス・ボードイン
ードインの請義録

2,2,3.「胡蝶の夢」と頭蓋骨

2.3.分や人種を問わない 2-2,2.ポンへと解剖学
患者心の医療活動

2・3・1.ポンべとコレラ治療

2・3・2.ポンぺの,0栴え

2・3・3.掃国蜑のポンヘ

4・3-2..
VR体験コーナ'.■.

4叫.分析究理所遺根

口
3・2.ポン'と臼本近代医学の発展

3・2・1.ボンぺに学んだ弟子たち

3・2・ユ.闇医学の広がり

■輯■■

44-1.分析究理所とは

. ..

日本における
近代西洋医学の父ポンヘ

3・2・3.トイツ医学の導入

■■亜■酉■

'

ポンペ
r日本在玉年問

■■■亜■

イ'

ピロティ

年表

コ

崎のバノラマ

(埜面グラフィ叢W゛,."'"""

゛.. 1.小島妥生所の遺柵

ENT砂・

■

2・2・1.ポンべの謂義

■■■巨■巨興嗣凋

小島巷生所からの発注書

..

(

岡興

■■■■■興

1コーナーサン

■■巨■■制■■■

2-2.系統的な医療教育、自然利学を基倭とする教育プログラム

2・1・3担痘(牛痘)の伝来

2・1・2.シーポルトと鳴滝塾

2-1,1出島からもたらきれた西洋医掌

2-1.ポンぺ以前の医学教育

はじめに

゛

岡■■■雫

受付

曽■

■

.

.

.

小島養生所小島養生所跡
建物外観等全体椣型
柳型

1.小島生所の建設

'1

■■■■■巨■■■■■●■

ポンぺの
講議録

遺梢の基本情無1-1-1

■匪■

"制伽"崎'型

■■■■■■■■■■趣■■豊^亜■■■骨側茸■■■晴●■■■■垣言■■■巨■■

■

(玉砂 D
§^【^^=^^

2,ポンぺの医学教育

<>事務室

1・1・2 遺描と当時の姿

. ■■甘■巨■亜■

"........

=言

(・・・・・・・・

2コーナー映像

2コーナーサイン

シアターゾーン

女子WC

1-1・3 遺梢の意義

1●
^■

■■冨■聞■冨■■■■■■■■■■■■闇■■■

多目的WC

0

.1・2,小島藻生所
から粕得館へ

消

卿、1
屠圖

^

企回展示

.

^1曳市、▲鳥五▼

収軸

六人1詫程度
子供ユ'名程段

1・2・1小島嚢生所ができるまで

^

.
■■

^

■■閥■邑巨露■■■■酎■■■■■■周画

^

120インチ
スクリーン

玉砂判)

1・2・2精得館の施設

^^^^

・・・・),

゛
゛
■
君
●

■

■
血
.

■
■
■
■
■

コ

.
一
コ

.

゛

轍

゛
゛
.

3

指識拭'

■
■
■
■

.

.

.
゛

■
■
畠
.

◆
.■■

.

゛

■
.

●
1

.

.

.

.

.

.
一

鵠
レ
の

:
一
子

エ
レ
ス
フ

ξラ
々
ン

ー
ン
3
ン
マ

ト
が
ン

.
.
禅゛

゛
゛
.

.
、
'

亀
:
.、

.

:
亀

.

.

3
 
ク
3
7

■
■

=
■
■
■
■

■
■
■
■
■
冒
■
■
埴
■
■

゛
■
■
騨
■
■

◆
.

■
■

■
■


